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本計画書を読むにあたっての注意事項 

■本計画書の構成について 

本計画書は、志布志市の「地域福祉計画」と、志布志市社会福祉協議会の「地域福祉活

動計画」を一体的に策定しました。本書における各計画の位置付けは以下のとおりです。 

 

 
 

■元号の取り扱いについて 

天皇陛下の生前退位が予定されており、平成 31 年５月１日以降の新元号が現在決まっ

ていないことから、便宜上、平成 31 年以降の年の元号表記は「平成」のままとしてい

ます。 
 

■「障がい」の表記について 

障がいのある人の基本的人権を尊重する立場から、原則として「障害」を「障がい」と

表記していますが、法令や法人、団体等の固有名詞等が「障害」となっている場合につ

いては、そのまま「障害」と表記しています。 
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ごあいさつ 
 

近年の日本では、急速な少子高齢化や核家族化が進行

し、ライフスタイルの変化と価値観の多様化、地域社会

における人間関係の希薄化や交流の減少等、私たちを取

り巻く社会情勢の変化はきわめて深刻なものがあります。

また、介護や子育てに対する不安、高齢者や子育て世代

の社会的孤立、障害のある人への自立支援、貧困問題等

に対する福祉ニーズも複雑かつ多様化しています。 

 

このような社会構造の変化や人々の暮らしの変化を踏まえ、制度・分野ごとの「縦

割り」や「支え手」「受け手」という関係を超え、地域住民や地域の多様な主体が参

画し、人と人、人と資源が世代や分野を超えて丸ごとつながることで、市民一人ひと

りの暮らしと生きがい、地域をともに創っていく「地域共生社会」を目指す必要があ

ります。 

 

本市においても、これまでの取組を継承しつつ、継続して取り組むべき課題や新た

な課題を解決していくため、この度「みんな笑がお！志あふれる結のまち しぶし」

を基本理念とする、第２期志布志市地域福祉計画及び地域福祉活動計画を一体的に策

定いたしました。 

 

本計画や本市における地域福祉を推進していくためには、行政や社会福祉協議会、

地域の関係団体、機関だけでなく、市民一人ひとりが主体的に参画していただくこと

が不可欠です。是非とも、本計画の趣旨、理念をご理解のうえ、すべての市民が地域

でいきいきと安心して暮らし続けられる『地域共生社会』の実現に向け、本計画の推

進にご協力いただきますようお願い申し上げます。 

 

最後に、本計画策定にあたり、御協力いただきました志布志市地域福祉計画策定委

員会の皆様をはじめ、市民意識調査や住民座談会等を通じて貴重な御意見、御提言を

いただきました多くの市民の皆様に心から感謝申し上げます。 

 

平成３１年３月 

志布志市長 下 平 晴 行 
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共にささえあい  
笑がおで暮らせる地域をめざして 
 

このたび志布志市社会福祉協議会が策定しました、第２

期志布志市地域福祉活動計画では、第１期計画を見直し、

近年の地域福祉に関する施策や動向、生活課題を踏まえ、

住民の主体的な地域づくりがより充実して展開できるよ

う、前回計画に引き続き基本理念を「みんな笑がお！志あ

ふれる 結のまち しぶし」とし、また地域共生社会の実現

に向けた目標を新たに１つ追加した「４つの基本目標」を

重点項目に据え、「取組の柱・内容」を活動計画に策定し

ています。 

近年、地域福祉に関する動向が大きく変化する中で、「助けて」と言えるご近所づ

きあい、誰もが役割と出番のある身近な居場所、困ったときはお互いさまと話しあえ

る仲間づくり等、誰もが安心して暮らせるまちづくりを実現していくには、これまで

以上に多くの人々の参画と協働が欠かせません。本活動計画が前回同様、志布志市地

域福祉計画と一体的に策定されたことは、計画推進を図るうえで大きな効果があると

考えます。 

また、住民参加による地域福祉を進めていくための地区（校区）計画については、

これまで地域特有の生活課題の解決や身近な地域における支え合いを実現するため、

前回計画ではおおむね地域の生活圏や人口等に合わせた 12 地区において地区（校区）

活動計画が策定され、地域の皆さまには、特色ある福祉活動を展開していただき、感

謝申し上げます。第２期地区計画の設定範囲は地区（校区）社会福祉協議会単位であ

ります 21 地区ごとに細分化し、各地域では更に地域に根差した地区（校区）の特色

ある互助活動を展開していくうえでの計画策定をしていただきました。 

今後、本計画に基づき、地域住民・各種福祉団体・NPO・ボランティア団体・専門

職・行政がともに手を携え、知恵を出し工夫を重ね合わせながら計画の進行管理をし

ていく過程で、私たち志布志市社会福祉協議会としての専門性をより発揮することが

求められています。「共にささえあい笑がおで暮らせる地域をめざして」の実現に向

け、地域福祉推進に邁進してまいりますので、一層の御支援と御協力を賜りますよう

お願い申し上げます。 

結びに、この地域福祉活動計画の策定に御尽力いただきました志布志市地域福祉活

動計画策定委員をはじめ、福祉団体等アンケートや住民座談会に御協力いただきまし

た多くの皆様に衷心より感謝申し上げ、「第２期 志布志市地域福祉計画・地域福祉活

動計画」策定にあたってのごあいさつといたします。 

 

平成３１年３月 

社会福祉法人 志布志市社会福祉協議会 

会 長  竹 井 道 徳 

 


